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清
ら
か
で
良
質
な
水
を
い
つ
ま
で
も

水
道
水
の
安
定
供
給
に
向
け
て

シリーズ第３回

お
い
し
い
水

　

市
の
水
道
水
は
全
て
、
地
下
水
を

水
源
と
し
て
い
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス

に
降
っ
た
雨
や
雪
が
10
年
か
ら
15
年

か
け
て
地
下
に
浸
み
込
み
、
流
れ
て

き
た
水
を
80
か
ら
１
５
０
㍍
の
深
さ

か
ら
く
み
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
水
の
水
質
は
定
め
ら

れ
た
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
、
一

般
的
に
浄
水
場
で
処
理
を
し
ま
す

が
、市
に
は
浄
水
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
山
の
土
壌
が
浄
水
場
の
代
わ

り
と
な
り
、
く
み
上
げ
た
水
が
そ
の

ま
ま
飲
め
る
ほ
ど
き
れ
い
な
水
だ
か

ら
で
す
。
た
だ
し
、
法
律
に
よ
り
、

消
毒
用
の
塩
素
（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
）
を
少
し
だ
け
注
入
し
て
い

ま
す
。

水
道
水
の
味
に
つ
い
て
、
明
確
な

基
準
を
設
け
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
１
９
８
５
年
に
厚
生
省
（
現
在

の
厚
生
労
働
省
）
の
「
お
い
し
い
水

研
究
会
」
が
「
お
い
し
い
」
と
し
た

水
質
要
件
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
炭
酸

ガ
ス
な
ど
が
適
度
に
含
ま
れ
、
有
機

物
や
臭
気
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
１
の
と
お
り
、
市
の
水
道
水
は

「
お
い
し
い
水
の
水
質
要
件
」
に
適

合
し
た
水
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

お
い
し
い
水
道
水
を
届
け
る

　

市
で
は
お
い
し
い
水
を
家
庭
ま
で

届
け
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

①
水
安
全
計
画
の
策
定

　

水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
の
間
で
、水
質

を
悪
化
さ
せ
る
要
因
を
把
握
し
、対
応

す
る
た
め
の「
水
安
全
計
画
」の
策
定

を
平
成
30
年
度
か
ら
着
手
し
ま
す
。

②
濁
度
計
の
設
置

　

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
水
源
で

濁
り
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

濁
り
水
が
配
水
池
へ
混
入
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、
拠
点
配
水
池
の
水
源

15
カ
所
に
濁
度
計
を
設
置
し
、
常
に

清
ら
か
な
水
が
届
く
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

③
水
道
管
の
点
検
と
洗
浄

　

水
道
管
の
破
損
な
ど
急
激
な
水
圧

の
変
化
が
あ
る
と
、
水
道
水
が
濁
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。管
内
の
定
期
点

検
と
洗
浄
を
行
い
、き
れ
い
な
状
態
に

す
る
取
り
組
み
を
行
って
い
き
ま
す
。

安
全
な
水

　

市
で
は
飲
料
水
と
し
て
異
常
が
な

い
か
、
毎
年
検
査
計
画
を
作
成
し
、

市
内
19
カ
所
の
蛇
口
で
水
質
検
査
を

行
っ
て
お
り
、
水
質
検
査
項
目
は
全

て
基
準
に
適
合
し
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
水
源
で
の
水
質
や
放

射
性
物
質
の
検
査
な
ど
も
行
い
、
安

全
な
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

信
頼
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

安
曇
野
の
水
道

市
で
は
使
用
者
の
皆
さ
ん
へ
「
い

つ
飲
ん
で
も
安
全
な
水
道
」
を
供
給

す
る
た
め
、
水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
の

徹
底
し
た
水
質
管
理
を
行
い
、
今
ま

で
以
上
に「
お
い
し
い
水
」が
届
く
よ

う
永
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
の
課
題
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

最
終
回
は
、
私
た
ち
の
口
に
触
れ
る
水
道
水
の
水
質
に
つ
い
て
で
す
。

問
経
営
管
理
課
庶
務
担
当
（
71
・
２
２
７
１　

72
・
３
１
７
６
）

項目 おいしい
水の要件

採水場所

豊科 穂高 三郷 堀金 明科

蒸発残留物
（ミネラル）

30～200
㎎/ℓ 97 54 120 61 110

硬度 10～100
㎎/ℓ 64 26 64 24 54

有機物 3㎎/ℓ
以下 0.2未満 0.2未満 0.2未満 0.2未満 0.2未満

残留塩素 0.4㎎/ℓ
以下 0.2 0.1 0.3 0.1 0.3

表１　各地域の水質（平成29年５・６月の結果から抜粋）

表２　水質検査内容と頻度

検査場所 検査回数 検査内容

蛇口
（給水栓水）

１日１回 色・濁り・残留塩素

月１回 一般細菌や大腸菌
など９項目

年４回 カドミウムや水銀
など 42 項目

水源
（原水）

年１回 一般細菌や大腸菌
など 39 項目

年１回 放射性物質

特
別
支
援
学
校
と
小
中
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

副
学
籍
に
よ
る
交
流
・
共
同
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
４
月
か
ら
「
副
学
籍
」
の
仕
組
み
を
導
入
し
、
特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
同
士
の
仲
間
意
識
を
育
み
、
地
域
と
の
関
わ
り

の
機
会
を
増
や
し
ま
す
。　

問
学
校
教
育
課
教
育
指
導
室
（
71
・
２
４
６
１　

71
・
２
３
３
８
）

副学籍とは
安曇野市に居住し、特別支援学校の小中学部に就学
する児童生徒が、地元の小中学校にも学籍に関する
記録などを副次的に置くことができる仕組みのこと

特
別
支
援
学
校
（
在
籍
校
）
に
通
っ

て
い
る
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
居
住

地
の
小
中
学
校
で
の
交
流
や
共
同
学
習

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、「
副
学
籍
の
活

用
」
を
新
た
に
進
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
特
別
支
援
学
校
と
地
元

の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
間
で
交
流

は
あ
り
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
は
地
元

の
小
中
学
校
（
副
学
籍
校
）
で
、
対
象

児
童
生
徒
の
学
籍
に
関
す
る
記
録
を
整

備
す
る
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
を
強
化

し
ま
す
。（
下
図
参
照
）

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
学
校
間
の
結
び

つ
き
や
、子
ど
も
同
士
の
関
係
を
深
め
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

副
学
籍
の
活
用
は
児
童
生
徒
や
保
護

者
の
希
望
に
基
づ
い
て
、
在
籍
校
と
副

学
籍
校
、
市
教
育
委
員
会
が
連
携
を
取

っ
て
実
施
し
ま
す
。
今
後
、
就
学
者
・

就
学
予
定
者
の
保
護
者
全
員
に
意
向
確

認
票
を
配
布
し
、
実
施
に
向
け
て
調
整

し
ま
す
。

今まで行われている特別支援学校と小中学校との交流活動

●音楽会や運動会、文化祭などの見学  
●学級活動でのゲーム参加　●調理活動への参加 など

副学籍を置くと

地元の小中学校（副学籍校）における受入れ体制の整備 
学籍に関する記録や卒業生台帳を整えます。児童生徒や保護者の希望に応
じて、一人一人に見合った副学籍の活用方法を検討します。
例えば…

●机・椅子、下足箱、諸名簿等が用意される
●新たな行事や授業、入学式・卒業式へ参加することができる
●学校から発信する通知、卒業証書等を受け取ることができる など

安曇野市の子どもたちは、 すべて地域の宝

市教育委員会では、子どもたちはすべて地域の宝であると考え、
「たくましい安曇野の子ども」の育成を目指しています。

今回の副学籍の活用により、居住地の小中学校で子どもたち同士
が交流する機会が増え、また、地域行事などを通して住民の皆さん
との関わりを深めることで、子どもにとって地域社会がより安心で
きる居場所になっていくことが期待できます。

未来を担う子どもたちが、ふるさと安曇野への愛着と誇りを高め、
社会性を培い、地域の仲間であるという意識を育むことができるよ
う、地域の皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

教育長 橋渡 勝也


